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畦畔工測定結果一覧表
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7.本様式により難い場合は適宜様式を作成する。

6.測定位置を計画平面図に記入する。

5.高さ測定をレベル測定する場合は適宜様式を作成する。

4.段差法面整形が示されている場合は畦畔工と段差法長とを別に管理する。

3.単位はm当たりとし小数点以下2桁,延長の場合は小数点以下1桁とする。

2.断面は畦畔毎に1ヶ所の割合で測定する。

1.本様式は,ほ場整備工事における畦畔工に適用する。
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